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Fig.1　固有振動数連続計測結果例 Fig.2　レーザ変位計設置例


























下方約 15 ～ 20cm の距離にパラメトリック
スピーカー（S101AW3PF2 日本セラミック
株式会社）を設置し、スピーカーから小松菜
の葉の固有振動数を含む 2Hz ～ 4Hz の帯域
幅をもつ音波を照射することにより葉を振動
させた。小松菜の株全体が映る位置に CCD
カ メ ラ（ELECOM 製 UCAM-DLK130T 
WH）を設置し、ライブカメラソフト Live-
Capture 3 の動体検知機能により、約 10 秒
間葉の振動の様子を撮影した。画像サイズは
320 × 240 pixel、 フ レ ー ム レ ー ト は 約 30　
fps であった。照明には蛍光灯を用い、計測





P1）、マーカーを中心とした 32 × 32 pixel










































なく、40kHz の sin 波の音響放射圧により、
できる限り計測対象葉のみを振動させる。
２．実験セットアップ
小松菜は温度約 21℃、湿度約 55% の恒温
室で育成し、播種後 38 日目に計測を開始し
た。照明は LED 蛍光灯とし、6:00 から 18:00
までを点灯、18:00 から 6:00 までを消灯とし
た。Fig.7 はカメラおよびスピーカーの設置
状 況 で あ る。CCD カ メ ラ（ELECOM 製
UCAM-DLK130TWH）は、計測対象葉のみ
ができるだけ鮮明に撮影できる位置に設置し
た。また、計測対象葉下方約 10 cm にパラ
メトリックスピーカーを設置し、15 分おき


























Dipp-Mortion V(2D) ver.1.1.24 により CSV
形式で保存された振動変位データを数値計算
ソフトウェア Scilab を用いて FFT すること
により、固有振動数を求めた。Fig.10 に約


























































  ＊ 本研究は、JSPS 科研費 25450387 の助成を
受けて実施されたものである。
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